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１．寄稿 

ドイツ・ニーダーザクセン州友好交流提携 10 周年を迎えて 

 

                                               徳島県知事  飯泉嘉門 

 

 第一次世界大戦当時，現在の徳島県鳴門市にあった「板東俘虜収容所」に収容されて

いたドイツ兵と地元住民が育んだ交流は，鳴門市とリューネブルク市との姉妹都市交流

につながり，さらには，徳島県とニーダーザクセン州との交流へと発展しました。 

  2007 年９月，徳島県の公式訪問団としてニーダーザクセン州を訪問し，同州のヴルフ

首相とともに「交流に関する共同宣言」に調印。以来，「経済，文化，スポーツ，教育，

学術」などの様々な分野や，「環境」「少子高齢化」といった共通課題において，積極

的に交流を深めて参りました。 

 

 

 

 

 

 

     2007 年 9 月調印        スポーツ交流（柔道）     文化交流（合唱団） 

そして 2017 年，友好交流提携 10 周年という大きな節目を迎えるに当たり，これまで

培ってきた友情の絆をより強固なものとするため，再び，相互に公式訪問団を派遣する

こととなり，まず４月には，私が団長を務め，議会，学術，教育，スポーツ，経済など

県内各界を代表する方々にご参加いただいた本県の訪問団が訪独しました。 

  現地では，ニーダーザクセン州のヴァイル首相をはじめとする州政府関係者と意見交

換をいたしますとともに，学術交流に取り組む「ハノーバー医科大学」，「オストファ

リア応用科学大学」において，徳島大学や阿南工業高等専門学校から留学されている学

生の方々にお会いし，ドイツでの活動をご報告いただきました。 

 また，同州のスポーツ連盟，リューネブルクテクノロジーセンター等を訪問し，交流

を一層深めますとともに，世界最大級の産業見本市「ハノーバーメッセ」では，徳島の

藍とＬＥＤ「２つのブルー」を力強くアピールしました。 

さらに，リューネブルク博物館では，「板東俘虜収容所展覧会」のオープニングセレ

モニーに出席。関係者の皆様とともに，板東での「奇跡の交流」の意義を再認識いたし

ますとともに，レセプションにて，世界に誇る「阿波おどり」の披露に加え，県産のフ

ルーツ，地酒などをご紹介し，徳島の魅力を大いに発信いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

     ヴァイル首相と         徳島大学留学生と        阿南高専留学生と 
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一方，翌５月には，ヴァイル首相を団長とするニーダーザクセン州公式訪問団の皆様

がご来県。徳島が誇る「全国屈指の光ブロードバンド環境」を活かしたサテライトオフ

ィスや，パワースーツを活用している特別養護老人ホームへの訪問に加え，鳴門市ドイ

ツ館や鳴門・大塚スポーツパークの見学，徳島ヴォルティスのホームゲーム観戦など，

多数の施設を熱心に視察していただきました。 

さらに，鳴門市の泉市長，リューネブルク市のメドケ市長とともに，鳴門市の「ドイ

ツ兵慰霊碑」への献花を行いますとともに，この友好交流の礎である「板東俘虜収容所」

の貴重な資料を，ユネスコ「世界の記憶」に登録するべく，４者で共同申請を目指すこ

ととし，協定書への調印を行いました。 

ヴァイル首相からは，「敵から友人へと交流を発展させた例は他にない。ともに協力

して登録を目指したい。」という力強い発言がありました。「世界の記憶」登録へのハ

ードルは，低くはありませんが，これまで培ってきた絆のもと，４者が一致団結して取

り組むことで，乗り越えられるものと確信しております。 

協定書調印 慰霊碑献花 

今回，短期間に相互の訪問が実現したことは，両県州が，この交流をいかに大切なも

のと考えているかを示しており，これからの５年，１０年を見据えた，新たな交流に向

けて大きな一歩を踏み出せたと考えております。 

今後は，ユネスコ「世界の記憶」登録に向け，「四位一体」で準備を進めて参ります

とともに，この交流を契機とした，２０２０年東京オリンピック・パラリンピックにお

けるドイツ代表の事前キャンプ地誘致，さらには，青少年を中心とした次世代を担う方

々の交流強化など，一層友好の輪が拡がるよう取り組んで参ります。 
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２．留学生への支援事業 

（１）留学生に対する奨励事業 

 留学生の一時帰省旅費や，特に臨時の資金を必要とする場合に，次の表の

範囲内で貸付を行っています。 

 上限額 備考 

貸付 １０万円 ６ヶ月以内に一括又は分割返済

 

（２）ホストファミリー事業 

公益財団法人徳島県国際交流協会と共催し，留学生をホストファミリーの家庭

へ受け入れ，家族ぐるみの交流を行うことにより，互いの文化の交流を深める

とともに，留学生が疎外感を感じることなく，徳島での生活をより快適に，

有意義に過ごせるよう支援することを目的として，ホストファミリープログラム

を実施しています。この事業では，宿泊を伴うホームステイと宿泊を伴わない

ホームビジットがあります。 
 なお，ホストファミリーとなっていただける方を広く募集していますので，

興味をお持ちの方は公益財団法人徳島県国際交流協会又は事務局までご連絡

ください。 

 

（３）生活用品の無償提供 

各国際交流団体の協力を得て，交流団体の会員等から生活用品を無償提供

していただき，各大学等の留学生を対象に配布しています。 

 

（４）留学生に対する就職支援事業 

徳島大学国際センター及び同キャリア支援室と共催し，徳島地域で学ぶ日本

企業への就職を希望する留学生が，日本企業に対する理解を深め，日本での就職

をより現実的なものとして捉えられるよう，また，それぞれのキャリアデザイン

に沿った就職ができるよう支援することを目的として，就職支援セミナーを

開催しています。このセミナーでは，留学生に求める知識・技術・人物像や就職

活動の方法等について，企業の採用担当など専門家の方々に説明していただき

ます。 
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（５）留学生のための奨学金等

平成２８年度

機関名 名称 給付額 人数 備考

鳴門教育大学私費外国人留学生奨学金 年額33,000円 12名

大学間交流協定に基づく交流学生奨学金 月額5,000円 6名

鳴門ゾンタクラブ外国人女子奨学金 年額200,000円 1名

公益信託三木武夫国際育英基金奨学金 年額300,000円 1名

公益財団法人しまなみ奨学財団 年間360,000円 1名

公益信託三木武夫国際育英基金奨学金 年間300,000円 1名

年額504,000円
（1年生）

7名 60％免除

年額528,000円
（2年生）

8名 60％免除

徳島工業短期大学外国人留学生奨学金 月額20,000円 4名 8月・3月を除く

徳島大学国際教育研究交流資金
月額30,000円
又は45,000円

14名

藤井・大塚国際教育研究交流資金
月額30,000円
又は48,000円

28名

徳島大学卒業生同窓会推薦留学生奨学金 月額100,000円 2名

ロータリー米山記念奨学会奨学金
月額140,000円
又は100,000円

2名

公益信託三木武夫国際育英基金 月額25,000円 2名

財団法人日揮・実吉奨学会第２種給与奨学金 年額250,000円 2名

財団法人日揮・実吉奨学会第３種給与奨学金 月額150,000円 1名

日本国際教育支援協会（JEES）一般奨学金 月額50,000円 1名

ドコモ留学生奨学金 月額120,000円 1名

大塚敏美育英奨学財団
年額2,000,000円，
1,500,000円
又は1,000,000円

2名

徳島ゾンタクラブ 年額100,000円 1名

徳島大学

鳴門教育大学

授業料免除

徳島工業短期大学

徳島文理大学
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（６）その他の支援事業

平成２９年度

機関・団体名 事業内容

外国人留学生を支援する基金－火災・風水害の被害，病気・事故による入院への
支援，自転車購入費用補助，JLPTの受験料補助

日本語補講（入門，初級，中級，上級），日本語能力試験対策講座

外国人留学生学外研修（日帰り）－文化施設訪問，体験学習等

外国人留学生学外研修（１泊２日）－県外での日本文化体験等

日本文化体験－陶芸，染色，日本の歌，ちょんかけごま，書道，大正琴，折り紙，
着付け，茶道

外国人留学生新入生オリエンテーション

鳴門警察署による交通安全オリエンテーション

教員研修留学生研究発表会・修了式（本学での１年間の研究成果の発表）

留学生オリエンテーション（資格外活動，各種奨学金等に係る手続きの説明）

生活及び進路相談

防災訓練（寮生対象）

留学生対象日本文化体験プログラム（美馬市日帰り）

修学支援奨学金の給付

新規入学者に対する徳島県内地域研修実施（年２回）

外部講師による留学生に対する日本語授業，日本語能力試験対策講座（週２回）

徳島東警察署による留学生生活・交通安全講習

「日本企業で活躍するためのビジネススタイル」（視聴覚教材）の貸出

生活用品（冷蔵庫，洗濯機，自転車）の貸与

入学祝金の支給

留学生後援会からの誕生祝金の支給

日本語能力試験N1，N2合格時に一時金支給

留学生に対する日本語補講

留学生に対する日本事情補講

留学生に対する数学・専門科目補講

留学生に対する生活必需品購入指導

留学生（短期留学生）に対する英会話指導

阿南警察署による交通安全オリエンテーション

新入学留学生ガイダンス，徳島東警察署による交通安全等オリエンテーション

生活支援（留学生住宅総合保障の加入金補助，渡日一時金の支給）

徳島東・西消防署による防災訓練（留学生対象）

留学生のための就職支援セミナー（徳島地域留学生交流推進協議会共催）

日本語補講

日本文化・企業見学旅行

交換留学生への自転車の貸出

鳴門教育大学

徳島工業短期大学

阿南工業高等専門学校

徳島文理大学

四国大学

徳島大学
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機関・団体名 事業内容

日本語教室

ホームステイ・ホームビジットの実施（徳島地域留学生交流推進協議会共催）

外国人生活相談

外国人子育てサロン（託児つき日本語教室）

多言語情報提供（生活情報誌，外国図書，新聞，雑誌ほか）

多言語電話窓口相談（英語・中国語）

防災意識の啓発（防災ハンドブック配布，出前講座開催ほか）

談話室運営（Free Wifi，ケーブルテレビ）

生活用品貸出

情報提供（ニュースレター，図書，新聞）

外国人相談支援窓口の開設

語学講座（日本語・英語・仏語）の運営

生活物資支援

日本語教室の運営（夜間開催）

国際交流みかん狩り

託児付き日本語教室の開催（インターナショナル子育てサークル　ももたろう）

外国人向け和食料理教室

留学生のホームステイ先を提供

阿南夏祭り参加

バス研修の誘い

日本語教室の開講

料理教室を開催

徳島ゾンタクラブ 留学生への生活用品の提供

徳島ユネスコ協会 留学生への生活用品の提供

小松島市国際交流協会

阿南市国際交流協会

公益財団法人
徳島県国際交流協会

一般社団法人
徳島市国際交流協会
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３．留学生との交流事業 

（１）外国人による日本語弁論大会 

 公益財団法人徳島県国際交流協会と共催し，徳島県内在住の外国人の率直な

意見を聞き，意見交換の場を持つことにより，異文化理解・多文化共生の輪を

広げることを目的として，外国人による日本語弁論大会を開催しています。 

 

（２）徳島文化体験交流会 

公益財団法人徳島県国際交流協会と共催し，徳島県内の高等教育機関に在籍

する留学生に徳島の文化（阿波踊り）を体験してもらうとともに，地域住民と

交流することにより，留学生の円滑な受け入れの促進及び地域住民との交流

活動の推進を図ることを目的として，徳島文化体験交流会を開催しています。 

 

（３）多文化体験交流会 

徳島大学国際センターと共催し，徳島県内の高等教育機関に在籍する留学生，

日本人学生，地域住民等に，それぞれの国の文化の紹介を通して多文化を理解

してもらうとともに，交流の推進を図ることを目的として，多文化体験交流会

を開催しています。 
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（４）その他の交流事業

平成２９年度

機関・団体名 実施時期 事業名 事業の概要

6月 国際交流親睦パーティー 留学生と大学院生，学部生，教職員との交流会

6月 城西高校（国際交流活動） 生徒と留学生の国際交流

6月 附属小学校（国際交流会） 生徒と留学生の国際交流

10月
イングリッシュ・デイ・キャン
プ

鳴門市の小・中学生と留学生の交流

6，10月 学外研修
日本の伝統，文化等の学習，留学生と本学ボラ
ンティア（日本人学生）との交流

H29年10月
～H30年1月

日本文化体験プログラム
日本文化（陶芸，染色，日本の歌，ちょんかけご
ま，書道，大正琴，折り紙，着付け，茶道）の体験

H29年10月
～H30年1月

外国青年と小学生の国際交
流活動

鳴門市小学生と本学留学生の国際交流学習会

5月，10月 留学生歓迎会 学生による留学生を歓迎する会

随時 留学生面談会 生活及び進路相談，近況報告

随時 イングリッシュ・ランチ 留学生と日本人学生が昼食時に英語で交流

毎月 OASIS Meeting 留学生サポーターとの交流会

7月 七夕祭 七夕飾りを作りながら交流

8月 阿波踊り 四国大学連と一緒に徳島市の阿波踊りに参加

10月
ハロウィンJack-o'-Lantern
作り隊

Jack-o'-Lanternを作りながら交流

12月 留学報告会
今夏海外に留学した学生と留学生が報告し合い
交流

12月 ベトナム茶話会 ベトナム人留学生によるベトナム紹介と交流

1月 中国茶話会 中国人留学生による中国紹介と交流

1月 春節祭及び送別会 中国の正月について留学生と交流及び送別会

5月
新規入学留学生地域研修
（春季）

徳島地域研修（鳴門渦潮，霊山寺・大麻比古神
社の見学，藍の館での藍染体験，阿波踊り会館
など）

5月 新入生歓迎懇談会
留学生及び国内離島等出身の学生に対する，学
園理事長主催の歓迎懇談会

10月
新規入学留学生地域研修
（秋季）

徳島地域研修（鳴門渦潮，霊山寺・大麻比古神
社の見学，藍の館での藍染体験，阿波踊り会館
など）

4月 留学生歓迎昼食会 留学生後援会による歓迎会

5月 研修旅行
日本人学生との相互の交流（ドイツ館，霊山寺，
渦の道）

6月 とくしま文化再発見
日本語学習サポータと徳島駅周辺の散策（阿波
藍，寺町，阿波おどり会館）

6，9，１月 留学生誕生会 留学生後援会による誕生日を祝う集い

7月
吉野川高校との食文化交流
会

家庭クラブ，農業クラブ所属の生徒と生春巻き，
はな寿しづくりと交流

10月 研修旅行
日本人学生との相互の交流（桂浜，龍馬記念
館，高知城)

11月
四国大学との茶道体験交流
会

両大学に在籍する留学生とサポーターによる交
流

12月 板野南小学校との交流会 ダーカウ等による交流

7月 阿南の夏祭り
阿南市国際交流協会と「阿南の夏祭り」に参加し
阿波踊りを体験

7月
阿南市・阿南市国際交流協
会と本校との懇談会

阿南市職員，阿南市国際交流協会役員と本校教
職員・留学生との懇談会

鳴門教育大学

四国大学

徳島文理大学

徳島工業短期大学

阿南工業高等専門学校
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機関・団体名 実施時期 事業名 事業の概要

11月 蒼阿祭（高専祭） 阿南高専の学園祭に参加

12月 四国地区高専総合文化祭
国立高専四国総合文化祭に参加し，留学生コー
ナーで自国の地理や文化について紹介

6月，2月 日本文化体験 日本文化・企業見学旅行

11月 多文化体験交流会
徳島大学大学祭における留学生，日本人学生及
び地域住民との交流会（徳島地域留学生交流推
進協議会共催）

12月 研修旅行 徳島の現在と伝統を日本人学生らとともに学ぶ。

3月
外国人留学生の卒業・修了
を祝う会

卒業・修了予定の留学生と教職員等との交流懇
談会

7月
外国人による日本語弁論大
会

在県外国人の率直な意見を聞くとともに，質疑応
答などを交えて県民との交流を図る。（徳島地域
留学生交流推進協議会共催）

8月
阿波おどり交流事業（あらそ
わ連）

阿波おどりを外国人に紹介するとともに県民との
交流を図る。（徳島地域留学生交流推進協議会
共催）

９月
防災センター・スタディ・ツ
アー

在住外国人を対象に防災センターでの災害疑似
体験，南海トラフ巨大地震をはじめとした防災意
識啓発を図る。

11～12月
ホームステイ・ホームビジット
プログラム

日本の家庭生活を味わってもらうことにより，日
本の文化に触れ，異文化理解や相互理解を図
る。（徳島地域留学生交流推進協議会共催）

通年 国際理解支援講師派遣事業
在県外国人等を講師として小・中・高等学校等に
派遣し，青少年への国際理解を深める。

4月 日帰りバス旅行
国際交流の集い（広島の世界遺産・宮島と平和
公園を訪ねる）

8月 阿波踊り 国際交流の集い

10月 剣山登山
国際交流の集い（西日本第二の高峰，剣山への
登山にチャレンジ）

12月
アイススケートとバーベ
キューパーティー

国際交流の集い

1月 新春・国際交流パーティー
国際交流の集い（立食，伝統芸能，ダンス，抽選
会）

2月 日本文化に親しむ会 日本文化の体験

小松島市国際交流協会 11月 国際交流みかん狩り 留学生と市民との交流，交流パーティー

5月 通常総会・講演会
留学生及び在住外国人と市民の交流（世界をみ
た体験談）

6月 天体観測（荒天のため中止） 火星大接近を那賀川科学センターで観測

7月 あなん夏祭り 留学生たちと阿波踊りで参加

9月 海外からの短期留学生受入
ホストファミリーとの交流・富岡東高校で学校生
活体験

10月 バス研修
留学生及び在住外国人と市民の交流（ラーメン
発明記念館，エキスポシティ，ニフレル）

11月 料理教室 留学生と市民の交流（料理を教わりながら交流）

12月 餅つき会 施設の子ども達との交流

1月 新年会 留学生とAIA会員との交流

3月 留学生表彰 卒業する留学生に賞状と記念品を贈呈

5月 留学生歓迎パーティー 留学生と住民との交流

11月 外国料理講習会 料理を通じての国際交流

徳島ゾンタクラブ 12月 インターナショナルナイト 留学生を招待して交流

阿南市国際交流協会

北島町国際交流協会

一般社団法人
徳島市国際交流協会

公益財団法人
徳島県国際交流協会

徳島大学

阿南工業高等専門学校
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各国際交流団体の事務局所在地

団体名 事務局所在地 連絡先（電話番号）

（公財）徳島県国際交流協会
〒770-0831
徳島市寺島本町西1-61　クレメントプラザ6階

088-656-3303

（一社）徳島市国際交流協会
〒770-0855
徳島市新蔵町1-88　徳島市役所新蔵分庁所2階

088-622-6066

小松島市国際交流協会
〒773-8501
徳島県小松島市横須町1-1　小松島市役所内

0885-32-6377

阿南市国際交流協会
〒774-0005
阿南市向原町天羽畭103-1　西野建設（株）内

0884-44-6652

北島町国際交流協会
〒771-0285
板野郡北島町中村字上地23-1　北島町役場内

088-698-9801

徳島ユネスコ協会
〒774-0030
阿南市富岡町今福寺49-2　河内順子様方

090-1573-4555

国際ソロプチミスト徳島
〒770-0856
徳島市中洲町2-20-1　曽木光代様方

088-625-5654

徳島中央ロータリークラブ
〒770-0932
徳島市仲之町3-27-6　エフエムビル1階

088-626-1700

徳島ＹＭＣＡ
〒770-0904
徳島市新町橋2-29-1　蔵本ビル1階

088-626-0035

徳島ゾンタクラブ
〒770-0833
徳島市一番町3-16-3　阿波観光ホテル内

088-622-5161
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交流風景 

鳴門教育大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学外研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本文化体験 

 

 

四国大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サギノーバレー州立大学からの学生と 
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四国大学 

 

 

 

 

 

 

 

ベトナム人留学生による 

ベトナム文化紹介 

 

徳島文理大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  留学生地域研修 

 

徳島工業短期大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                研修旅行（高知） 
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徳島工業短期大学 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     茶道体験 

 

阿南工業高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿南市・阿南市国際交流協会との懇談会 

 

徳島大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災訓練（留学生対象） 
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徳島大学 

 

 

 

 

 

 

 

留学生見学旅行（姫路城・アサヒ飲料明石工場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多文化体験交流会 

 

 

 

 

 

 

 

外国人留学生のための就職支援セミナー 
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徳島大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

留学生見学旅行（国立研究開発法人理化学研究所・竹中大工道具館） 

 

公益財団法人徳島県国際交流協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

弁論大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    阿波踊り 

 

 

 

 

 

 

 

                                    ホームステイ・ホームビジット 
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公益財団法人徳島県国際交流協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームステイ・ホームビジット 

 

小松島市国際交流協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みかん狩り 

 

徳島ゾンタクラブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターナショナルナイト 
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４．徳島地域の外国人留学生受入れの現状

（１）留学生受入れ数の推移
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徳島文理大学 2 0 0 0 1 2 2 1 0 1 3 5 11 9 8 12 19 25 20 33 46

徳島工業短期大学 1 0 0 1 7 13 15 13 14 8 5 6 10 19 21 17 12 16 15 16 13

阿南工業高等専門学校 12 11 9 7 5 6 5 6 6 5 5 4 7 8 11 10 8 5 11 6 6

徳島大学 124126 140145 153152 193222 248246 265280 278264 246237 235220 213226 265

徳島地域合計 174170 173175 189209 268306 328311 325341 358361 341331 326311 294329 399
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高専
 

徳
島
大
学

 

鳴
門
教
育
大
学

 

四
国
大
学

 

徳
島
文
理
大
学

 

徳
島
工
業
短
期
大
学

 

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

中国 138 16 15 8 177

韓国 10 22 32

台湾 17 2 1 14 34

マレーシア 16 2 18

インドネシア 5 5

バングラデシュ 8 1 9

ベトナム 14 16 2 12 1 45

インド 5 5

パキスタン 1 1

モンゴル 21 2 23

タイ 3 3 1 7

カンボジア 1 1

フィリピン 1 1

ミャンマー 1 1

ネパール 1 1

シリア 2 2

アフガニスタン 2 2

スウェーデン 3 3

フランス 2 2

カザフスタン 1 1

フィンランド 1 1

エジプト 6 6

モザンビーク 1 1

ナイジェリア 3 3

モロッコ 1 1

ルワンダ 1 1

スーダン 1 1

マラウイ 1 1 2

マダガスカル 1 1

北米 カナダ 2 2

キリバス 1 1

ソロモン諸島 1 1

パプアニューギニア 4 4

フィジー 3 3

サモア 1 1

265 37 32 46 13 6 399

（２）出身国・大学等別の留学生数

平成２９年１０月１日現在

国・地域

国立大学

合
計

私立大学

大洋州

アジア

合計

ヨーロッパ

アフリカ

中近東
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５．留学生の声 

私の第二故郷，鳴門 

鳴門教育大学 

大学院学校教育研究科教科·領域教育専攻２年 

   顧
コ

 麗
レ イ

霞
カ

   中国 

 

初めて阿波踊りの写真を見た瞬間，徳島は情熱的だ

と思いました。実際に本物を見ると，やっぱり間違っ

ていないと感じました。鳴門に来て２年目の私はここ

の生活に慣れました。鳴門は第二故郷として，数えて

も数え切れないくらい好きなところがあります。 

春，鳴門教育大学で入学式があった時，校内の桜が

元気に咲いていました。私は新入生として，ここでの

生活が始まりました。静かな鳴門市は交通は不便ですが，黒崎渡船は学校の近く

にあり便利です。ほぼ毎日乗って，風が頬をなで，心が晴れていきます。 

夏，全国的にも有名な「阿波踊り」は毎年注目されています。私は今年阿波踊

りに挑戦してみました。簡単だと思っていましたが，やってみると面白さを感じ

ました。一人ではなくたくさんの人と一緒に阿波踊りを踊ることで，雰囲気も高

まり，一体感が生まれ，みんなで楽しむことができると分かりました。また，様々

な国の人と一緒に踊ることで，国と国との垣根を越えて，世界の平和を広めるこ

とができると思いました。 

秋，大学祭はとても楽しみです。でも，それよりもっと楽しみなことは大学の

見学旅行です。いろいろな国の留学生達と一緒に県外に行ったり，喋ったりして，

徳島以外の景色を見ることができ，非常にいい機会でした。また，時間の流れに

伴って，宿舎前の小さい山にある紅葉がだんだん赤くなります。窓を開けると，

すぐに綺麗な景色に酔いしれることができ，こんなに幸せなことはないのではな

いかと思います。 

冬はまだまだこれからですが，今年のクリ

スマスパーティーを友達と約束しました。楽

しみにしている私は，もしずっと鳴門に住み

続けることができたらどんなに素晴らしい

だろうと思います。「さよなら」と言いたく

ない，私はここで過ごした時間と人を一生忘

れません。 
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ユニークなとくしま 

四国大学 

短期大学部ビジネスコミュニケーション科１年 

  TRAN
チ ャ ン

 THE
テ

 ANH
ア ン

   ベトナム 

 
 ６か月前に大阪から徳島に引っ越しすることになりました。行く前に「マジで，

徳島に行くの？」と友達や色々な人から驚いた顔で聞かれました。確かに，徳島

は田舎のイメージがありますが，私にとっては結構魅力的な県です。私が徳島に

来た日は天気がよく，空気もおいしいと感じました。それから毎日，吉野川の橋

を渡って良い気分で四国大学に通学しています。徳島は，私にとって落ち着くこ

とができる町と感じています。 

最初は，コンビニが少ないし，スーパーマーケットも遠いし，地下鉄もないの

が「不便だ。」と思ってしまいました。今では大分慣れて，そのようなことは問題

ではなくなりました。大阪と比べて，ここではゆっくり生活でき，勉強も集中で

きていると思います。また，マンションの近所のおばあちゃんがたまに話しかけ

てくれたり，果物やお菓子をくれたりして嬉しいです。これから，徳島でもっと

楽しい生活を送りたい，もっと地域の人々と触れ合いたいと思っています。 

半年徳島で過ごした私は，「徳島はどんなところですか。」と聞かれたら，ぱっと

思い浮かぶのは「阿波踊り」です。八月に，大学連に入って，阿波踊りを踊りま

した。今年参加したことで徳島のにぎやかで楽しい雰囲気を感じることができま

した。  

綺麗で自然が多い徳島で，毎日を「Enjoy」しています。 
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あなたとの出会い 

四国大学 
文学部日本文学科３年 

李 E

リ

A AE珂 E

カ

A   中国 

 
光陰矢の如し。あっという間に，日本に来てもう半

年が経ちました。楽しい生活を毎日続けています。 

 遠方がいつも魅力に感じられるのは，未知だからで

しょう。人間の欲望は限りがありません。自分のいる

場所以外の世界はどんなものだろうという好奇心を

持って，地元や家族を離れ，神秘的な未知の世界——日本に留学することにしまし

た。夢を追って，言葉が通じない異国の地で自分の道を歩きだしました。 

 この半年の留学生活を振り返ってみると，入学式に参加した時のワクワク，ド

キドキの気持ちはもうなくなりました。とても充実した生活を送ってきました。

最初の頃，徳島に一人で来て，新しい環境で暮らしていくことがちょっと不安で

したが，今は優しい先生方や友だちと出会って，何があっても落ち着いて対応で

きます。今の私は，一人ではありません。キャンパスを歩いたら，よく知り合い

に会って，お互いに挨拶をします。これは一番幸せなことだと思います。 

 日本の別の都市と比べて，私にとって，徳島は特別な存在です。東京や大阪な

どの大都市と比べて，高いビルがない，賑やかな遊び場が少ない，日本の田舎と

も言えます。しかし，そういう徳島だからこそ，私は大好きです。理由を聞かれ

たら，言葉にするのは難しいですが，ただ，「住めば都」，徳島はもうふるさとの

ようになりました。 
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とくしまから新しい挑戦を！ 

 徳島文理大学 
 薬学部薬学科２年 

AE呉 E

オ

A AE宇 E

ウ

AA E正 E

ジョン

A   韓国 

 
こんにちは。徳島文理大学薬学部２年生のオ ウジョン

です。 

私は，フィリピンの大学に２年間通った後，東京の

日本語学校で１年間日本語を勉強してから今年４月に徳島文理大学薬学部へ編

入学しました。早いもので，徳島での生活は，約８ヵ月になりますが，ここに，

私が徳島に来て感じたことを紹介したいと思います。 

「あなたが思う徳島とは？」と聞かれるならば，私は，「新しい経験へつなが

る出発地」だと言いたいです。徳島は，他の都市に比べ，まだ多くの外国人に知

られていない町です。徳島での滞在歴はまだ浅いですが，徳島で学ぶ留学生の皆

さんに一度は訪れてほしい，私のお勧め「徳島駅から日帰りで行ける観光地」を

紹介したいと思います。 

それは，「鳴門」，「祖谷のかずら橋」，そして，「小豆島」です。 

皆さんは聞いたことがありますか？ 

簡単に紹介しますと，まず「鳴門」は，徳島駅からバスで約１時間半程度の距

離ですが，私は自転車で行ってきました。ここには，徳島と近畿地方を連結する

ただ一つの橋である「大鳴門橋」があり，その下は，巨大な渦の舞台が広がって

います。また，近くには，大塚国際美術館があり，普段接することのできない世

界の名画を身近に鑑賞することができます。 

二番目に，「祖谷のかずら橋」は，徳島県の西部にあり，汽車で約２時間くら

いかかります。汽車から眺めるのどかな山地の風景は，心を落ち着かせてくれま

す。ここには，名前の通りに葛で作られた吊り橋を渡ることができますが，板と

板の間隔が広いだけではなく，すき間から川面が望めて，渡る時は揺れるため，

ひやっとして面白い経験ができます。私は一人で行きましたが，皆さんには友達

や家族を誘って大勢で行くのをお勧めします。みんなで大きい声を出しあい，わ

いわいと盛り上がると思うからです。 

最後に，「小豆島」は，香川県高松駅から船に乗って行ける島です。小豆島は，

日本国内で最初にオリーブの栽培を開始したため，オリーブの島と呼ばれていま

す。また，時間によって，海の道が開かれるエンジェルロードを歩くこともでき

ます。 

 このように，私は徳島をスタートにして，様々なところへ行ってみました。こ
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れからももっと色んなところを探検してみようと思っています。もちろん，国や

文化，育った環境が異なる人たちの意見や考えは全部同じではないですが，私が

思う徳島は，新しい経験と挑戦をする場所として最適であり，本当に素敵なとこ

ろだと思います。 

 皆さんの中には，私と同じように徳島の生活に満足感を感じている人もいれば，

「遊ぶところもないし，田舎過ぎて不便。何が素晴らしいというのか？」と思う

人もいるかもしれません。しかし，少しだけ違う考え方をしてみて下さい。井戸

の中の蛙のように，新しいことや場所へ挑戦しようとせず，何も知らないままた

だの平凡なキャンパス生活を過ごしてはいないか。 

 私たち大学生は，受験勉強ばかりしていた高校時代と違って，今では勉強のほ

かに，色んなことを経験することができます。もっと広い目と広い心で世界を見

て，もっと色んなことを経験してみましょう。そうすると，今よりはるかに楽し

い日々が広がると思います。 

 そして，誰かこの作文を読んで実践してくれる人がいると私は本当に嬉しいで

す。 

 最後まで読んでいただき，有難うございます。 
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私の徳島体験 

徳島工業短期大学 
自動車工業学科１年 

AEBINODE

ビ ノ ド

A AETIMALSINAE

テ ィ マ ル シ ナ

A   ネパール 

 
私は，ネパールからの留学生のビノド ティマル

シナです。日本で生活を始めてから，３年目になり

ます。最初の２年間は，静岡の日本語学校で日本語

を学びました。今は，徳島工業短期大学で自動車整

備士を目指して勉強をしています。ネパールからの

留学生は初めてになるそうです。 
ネパールでは，田舎の方で生まれ育ったので，大学も静かなところを探して徳

島を選びました。下宿先の徳島市内から大学までは，きれいな吉野川や眉山を見

ながら自転車で１時間をかけて通学しています。大学は，他の大学に比べて本当

に静かなところにあります。 
 ５月には，日本人学生のチュータと遠足に出かけました。大学から近い鳴門市

ドイツ館や霊山寺，渦の道を見学しました。６月には，日本語を教えてくれてい

るサポータの先生方と徳島市内を散策しました。藍のことやお寺のこと，阿波お

どりのことを知りました。また，吉野川高校に行って，合わせて巻くと５つの花

びらの形になる巻きずしを高校生と一緒になって作りました。最近では，大学の

日本人の友達が車でいろいろなところを案内してくれます。 
 徳島に来て８か月が過ぎようとしていますが，この間に徳島の文化をいろいろ

と知りました。また，徳島の人と接して感じることは，とても優しいと思います。

アルバイトや大学では，周りの人がサポートしてくれるから，これは無理かなと

思うことがないです。どこに行っても安全・安心なので，心配することもないで

す。あと１年余り，徳島工業短期大学で学ぶチャンスを生かして，いろんな人と

出会い，経験していきたい。そして，徳島で得られた体験は忘れないで大切にし

たいと思います。 
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徳島の思い出 

阿南工業高等専門学校 
電気電子工学科５年 

AEPIPATPAKORNE

ピ パ ッ ト パ ー コ ン

A AEPATIVATEE

パ テ ィ ヴ ェ ー ト

A   タイ 

 
私は１年間東京で日本語を勉強して，徳島県の阿

南工業高等専門学校に３年次編入しました。徳島の

風景は，都会とは違いますが，私は旅行して写真を

撮ることが好きなため私にとってかなり好きです。

渦潮と大鳴門橋やかずら橋など，いろいろな観光地

は美しい眺めに満ちていました。 
また，徳島の文化にも興味を持っています。初めて学校に来たとき，クラスメ

ートと会話することができませんでした。東京の教室で習った日本語と違って，

みんなの言葉使いが少し異なっていました。このため，私は友達に頼んで阿波弁

を教えてもらいました。今では時々阿波弁を使っています。おかげで言葉の楽し

みが増えました。また，徳島の伝統的な踊り「阿波踊り」も体験しました。まず

阿波踊り会館での実演を見て，また実際の阿波踊りを見て踊りました。阿波踊り

は，日本人だけではなく外国人にも楽しめると思います。 
徳島の魅力は自然と伝統的な文化だけではありません。現代の日本のポップカ

ルチャーもあります。私は子供の時から日本のアニメをずっと見ているので，徳

島に有名なアニメ製作会社があることを知りびっくりしました。この会社は地元

と協力して，アニメのキャラクターが阿波踊りをするポスターを制作し，それら

は徳島市内の商店街のどの店にも貼られています。また，四国のお遍路について

アニメで説明する番組も作っています。徳島の有名なものをアニメと合わせるの

は素晴らしいアイデアだと思います。また，年に２回徳島で行われるアニメ祭り

“マチアソビ”があります。アニメが好きな人が徳島に集まって注目されるイベ

ントです。このイベント中には，徳島市内がすごくにぎやかになり，私も大いに

楽しみました。 
３年間徳島に住めてすごく楽しかったです。様々な人に出会い，友達もできま

した。また，自分がしたことがない新しい経験を得ました。私は東京に進学する

ため，徳島にいることができるのは今年度が最後になりますが，徳島で過ごした

日々の思い出は決して忘れません。 
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日本で感じたこと 

徳島大学 

総合科学教育部博士前期課程 1年 

A E廖 E

リョウ

A AE佳瑶 E

カ ヨ ウ

A   中国 

 

私は中国からの留学生で，廖佳瑶と

申します。２０１４年４月から福岡県

の九州外国語学院で勉強を始め，日本の大学院に進学するための準備をしました。

２０１６年４月に研究生として徳島大学に入学し，今年４月から大学院総合科学

教育部で勉強しています。 

日本に来てから，おもしろくて不思議なことをいろいろ知りました。例えば，

カップルの男の子と女の子が買い物を終えてからお金を払うとき，それぞれ自分

の分は自分で払うということにびっくりしました。中国では，恋人同士で遊びに

行ったり買い物をしたりするときには，男性がお金を支払います。このことにつ

いて，コンビニのアルバイトで知り合った女性に聞きました。彼女は「日本では，

男性と女性がそれぞれ自分の分を支払うことは普通です」と言いました。私が「中

国では，こういう場合には男性が何も言わずにお金を支払いに行ってしまう」と

言うと，彼女は「中国の女性は本当に幸せですね！」と言って驚いていました。

確かに，この場合は日本より中国の女性のほうが幸せだと思います。これは日本

と中国の文化の違いから生じた習慣ではないでしょうか。 

徳島は静かで，田園らしい感じがあって，すぐに好きになりました。徳島で生

活し徳島の人々と接しているうちに，私は家に帰ったような気持ちになりました。

特に，研究を指導してくださる先生や日本語の先生方はとても親切にしてくださ

り，まるで家族のようです。 

私は今でも初めて徳島に来たときのことを覚えています。周りに知人がひとり

もいなかったので，指導してくださる先生がとても心配してくれました。先生は

今でも，外国人の私のことを生活面や勉強面でいろいろ世話をしてくださいます。

そのことに私は心から感謝していますし，徳島が大好きになった理由のひとつで

もあります。 

徳島に来て一年余りたちました。徳島の人と親しくなっただけでなく，人形浄

瑠璃，阿波踊りといった伝統的な行事に参加し，徳島の文化を学んでいます。 

本当に日本での生活は楽しいです。そして，大学院修了後は日本で就職したい

と思っています。ですから，もっと日本の文化や風俗習慣をしっかり学び，日本

に溶け込めるようにしていきたいです。これからもよろしくお願いいたします。 
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長いような短いような徳島での

６年間 

徳島大学 
先端技術科学教育部博士前期課程２年 

AETranE

チ ャ ン

A AEMinhE

ミ ン

A AEHaiE

ハ イ

A   ベトナム 

 
ベトナムから来た電気電子大学院２

年生 Tran Minh Hai と申します。２０

１０年に日本に来て，あっという間に７

年以上が経ちました。最初は東京の日本語学校に通いながら，新聞配達をしまし

た。１年半後に徳島大学に合格して，入学しました。バスから降りた瞬間，全く

別世界に足を踏み込んだ感じを受けました。徳島に来て一番びっくりしたことは

「電車がない」ことです。日本の都道府県の中でただ一県，電車が走っていない

県が徳島です。しかし，徳島の生活に次第に慣れてきて東京より好きになりまし

た。「住めば都」といわれるように，どんな所でも住むと好きになります。 

生活のために私はバイトを見つけ，貴重な経験をしました。同時に，日本や日

本人に興味を持つようになりました。日本のことを学びたいという意識が高まる

一方で，日本や日本人は非常に特有のものを持ち，他とは異なるものを持ってい

ることに気づきました。日本にいれば，この徳島でも，他の国とは異なる文化に

触れることができるのです。日本の文化や伝統の深さ，そして，徳島大学の高度

な技術や知識は，実際に腰をおろして生活することで初めて理解できることです。 

 私は１５才のときに実家を離れて，そろそろ１２年経とうとしています。私の

ように，将来のために長い間家族と離れている人は少なくないと思います。帰国

するたびに両親の頭に増えた白髪に気付き，空港で見送ってくれる両親の目の中

のこぼれそうな涙を見たりすることを何度も経験することは，とても辛いもので

す。だからこそ，日本での生活も勉強もいつも一生懸命にがんばっています。徳

島に来た日のことを忘れるくらい，ひたすら勉強やバイトで忙しい日々を送りま

した。 

 この４月から NTT DOCOMO の研究開発センターで働くことになります。徳

島ではたくさんの方々にお世話になりました。徳島大学の先生方，国際センターの

先生方，国際課のスタッフの方々がいつも支援してくれて，本当に感謝しており

ます。どうもありがとうございました。これからも精一杯がんばります。 
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